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まえがき 

 

本計算書は，Ⅵ-3-1-6「重大事故等クラス３機器の強度計算の基本方針」及びⅥ-3-2-13

「重大事故等クラス３機器の強度評価方法」に基づいて計算を行う。 
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1. 管の強度計算書 

1.1 管の設計仕様 

名     称 

最高使用 

圧 力 

（ M P a ） 

最高使用 

温 度 

（ ℃ ） 

外 径＊1 

（mm） 

厚 さ＊1 

（mm） 
材 料 ＮＯ. 

緊
急
時
対
策
所
換
気
空
調
系 

フレキシブルチ

ューブ接続口（下

流側） 

～ 

建物加圧空気配

管接続口（上流

側） 

 

0.60＊2 40＊2 

34.0 3.4 SUS304TP 1 

60.5 3.9 SUS304TP 2 

注記＊1：公称値を示す。 

＊2：重大事故等時における使用時の値 
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2 

1.
2 

設
計
・
建
設
規
格
に
定
め
ら
れ
た
ク
ラ
ス
３
管
の
規
定
を
準
用
し
た
強
度
計
算
結
果

 

管
の
強
度
計
算
書
（
重
大
事
故
等
ク
ラ
ス
３
管
）
 

設
計
・
建
設
規
格
 
PP
D-
34
11
 

準
用
 

 

 

最
高

使
用

圧
力

最
高

使
用

外
 
 
 
 
径

公
称

厚
さ

材
　

　
　

　
　

料
製

ク
算

Ｎ
Ｏ

.
Ｐ

温
 
 
 
 
度

Ｄ
ｏ

ラ
Ｓ

η
Ｑ

ｔ
ｓ

ｔ
ｔ

ｒ

（
M
P
a
）

（
℃

）
（

m
m
）

（
m
m
）

法
ス

（
M
P
a
）

（
m
m
）

（
m
m
）

式
（

m
m
）

1
0
.
6
0
 
 
 
 

4
0
 
 
 

3
4
.
0
0
 

3
.
4
0
 

S
U
S
3
0
4
T
P

S
3

1
2
9
 
 
 
 
 

1
.
0
0
 
 

0
.
5
0
m
m

2
.
9
0
 

0
.
0
8
 

A
0
.
0
8
 

2
0
.
6
0
 
 
 
 

4
0
 
 
 

6
0
.
5
0
 

3
.
9
0
 

S
U
S
3
0
4
T
P

S
3

1
2
9
 
 
 
 
 

1
.
0
0
 
 

0
.
5
0
m
m

3
.
4
0
 

0
.
1
4
 

A
0
.
1
4
 

評
価

：
ｔ

ｓ
 
≧

 
ｔ

ｒ
，

よ
っ

て
十

分
で

あ
る

。



3

1.
3 

設
計
・
建
設
規
格
で
考
慮
さ
れ
て

い
る
裕
度
を
参
考
に
し
た
，
実
条
件
を
踏
ま
え
た
耐
圧
試
験
結
果
 

継
手
類
耐
圧
試
験
結
果
（
重
大
事
故
等
ク
ラ
ス
３
管
）
 

名
称
 

最
高
使
用
圧
力
 

(M
Pa
) 

耐
圧
試
験
圧
力
 

(M
Pa
) 

耐
圧
試
験
倍
率
 

耐
圧
試
験
結
果
 

評
価
 

空
気
ボ
ン

ベ
加
圧
設
備
空
気
ボ
ン
ベ
連
結
管
 

～
 

空
気
ボ
ン

ベ
加
圧
設
備
空
気
ボ
ン
ベ
連
結
管
接
続
口
 

21
.6
0 

27
.0
0＊

1  
1
.
2
5 

 
 

良
 

適
合
 

空
気
ボ
ン

ベ
加
圧
設
備
空
気
ボ
ン
ベ
連
結
管
接
続
口
 

～
 

フ
レ
キ
シ

ブ
ル
チ
ュ
ー
ブ
接
続
口
（
上
流
側
）

21
.6
0 

27
.0
0＊

1  
1
.
2
5 

 
 

良
 

適
合
 

0.
60
 

0.
75

＊
1  

1
.
2
5 

 
 

良
 

適
合
 

空
気
ボ
ン

ベ
加
圧
設
備
用

1.
5m

フ
レ
キ
シ
ブ
ル
チ
ュ
ー

ブ
 

0.
60
 

3.
10

＊
2，

＊
3
 

5
.
1
7＊

3  
良

＊
3  

適
合

＊
3  

空
気
ボ
ン

ベ
加
圧
設
備
用

2.
3m

フ
レ
キ
シ
ブ
ル
ホ
ー
ス
 

0.
60
 

0.
60

＊
1  

1.
0
0 

 
 

良
 

適
合
 

注
記
＊
1：

気
圧
に
よ
る
。
 

＊
2：

水
圧
に
よ
る
。
 

＊
3：

設
計
圧
力
(2
.0
0M
Pa
)に

対
し
て

1.
55

倍
で
あ
り
，
Ⅵ
-3
-1
-6
「
重
大
事
故
等
ク
ラ
ス
３
機
器
の
強
度
計
算
の
基
本
方
針
」

に
定
め
る

1
.
5
倍
の

1
06
％
を

超
え
な
い
。
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1.
4 

一
般
産
業
品
の
規
格
及
び
基
準
へ

の
適
合
性
確
認
結
果
（
メ
ー
カ
規
格
及
び
基
準
）（

緊
急
時
対
策
所
空
気
浄
化
装
置
用

2
.5

m
，

1
.5

m
可
搬
型
ダ
ク
ト
）

 

Ⅰ
. 

重
大
事
故
等
ク
ラ
ス
３
機
器
の
使

用
目
的
及
び
使
用
環
境
，
材
料
及
び
使
用
条
件
 

種
類
 

使
用
目
的
及
び
使
用
環
境

 
材
料
 

最
高
使
用
圧
力
（

MP
a）

 
最
高
使
用
温
度
（
℃
）
 

ダ
ク
ト

 

緊
急
時
対
策
所
空
気
浄
化
送
風
機
よ
り
緊
急
時
対
策
所
空
気
浄
化

フ
ィ
ル
タ
ユ
ニ
ッ
ト
を
介
し
て
緊
急
時
対
策
所
へ
空
気
を
供
給
す

る
ダ
ク
ト
と
し
て
使
用
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。
使
用
環
境
と
し

て
，
屋
外
で
空
気
を
供
給
す
る
。

 

S
U
S3
04
 

0
.
00
63

＊
 

5
0
＊

注
記
 
＊
：
重
大
事
故
等
時
に
お
け
る
使
用
時
の
値
を
示
す
。
 

Ⅱ
. 

メ
ー
カ
規
格
及
び
基
準
に
規
定
さ

れ
て
い
る
事
項
（
メ
ー
カ
仕
様
）
 

種
類
 

使
用
目
的
及
び
想
定
し
て
い
る
使
用
環
境

 
材
料
 

最
高
使
用
圧
力
（

MP
a）

 
最
高
使
用
温
度
（
℃
） 

規
格
及
び
基
準
に
基
づ
く
試
験

 

金
属
製
フ
レ
キ

シ
ブ
ル
ダ
ク
ト

（
セ
ミ
・
フ
レ

ッ
ク
ス
）

 

（
SU
Sφ

2
50
）
 

高
層

ビ
ル

の
空

気
の

配
管

や
機

械
設

備
の

配
管

設
備

の
ダ

ク
ト

と

し
て
使
用
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。
使
用
環
境
と
し
て
，
屋
内
外

で
空
気
を
供
給
す
る
こ
と
を
想
定
し
て
い
る
。

 

S
U
S3
04
 

0
.
00
63
 

5
0 

耐
圧
試
験
（
試
験
圧
力
：

0
.
00
79
MP
a，

 試
験
保
持
時

間
：

10
分
間
）
を
実
施

 

Ⅲ
. 

確
認
項
目
 

(a
)

：
規
格
及
び
基
準
が
妥
当
で
あ
る
こ
と
の
確
認
（
Ⅰ
と
Ⅱ

の
使
用
目
的
及
び
使
用
環
境
の
比
較
）

当
該
ダ
ク
ト
は
，
重
大
事
故
等
時
に
空
気
供
給
用
の
ダ
ク
ト
と
し
て
屋
外
で
使
用
さ
れ
る
。

一
方
，
本
メ
ー
カ
規
格
及
び
基
準
は
，
高
層
ビ
ル
等
で
空
気
等
を
供
給

す
る
ダ
ク
ト
と
し
て
使
用
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
一
般
産
業
品
に
対
す
る
規
格
で
あ
り
，
屋
内
外
で
空
気
を
供
給
す
る
こ
と
を
想
定
し
て
い
る
。
重
大
事
故
等
時
に

お
け
る
当
該
ダ
ク
ト
の
使
用
目
的
及
び
使
用
環
境
は
，
本
規
格
の
使
用
目
的
及
び
想
定
し
て
い
る
使
用
環
境
の
範
囲
内
で
あ
る
。

 
 
(b
-2
)：

材
料
が
適
切
で
あ
る
こ
と
及
び
使
用
条
件
に
対
す
る
強
度
の
確
認
（
 Ⅱ

と
公
的
な
規
格
等
の
材
料
及
び
試
験
条
件
の
比
較
，
Ⅰ
と
Ⅱ
の
使
用
条
件
の
比
較
）
 

当
該
ダ
ク
ト
に
使
用
さ
れ
て
い
る
材
料
は
，
設
計
・
建
設
規
格
ク
ラ
ス
３
配
管
に
使
用
可
能

で
あ
る
と
規
定
さ
れ
て
い
る
ス
テ
ン
レ
ス
鋼
材
と
同
種
類
の
材
料
で
あ

る
。
 当

該
ダ
ク
ト
の
最
高
使
用
圧
力
及
び
最
高
使
用
温
度
は
メ
ー
カ
仕
様
の
範
囲
内
で
あ
り
，
設
計
・
建
設
規
格
 
PH
T-
2
3
12
で
規
定
さ
れ
て
い
る
耐
圧
試
験
（
試
験

圧
力
：
最
高
使
用
圧
力
×
1.
25
倍
）
と
同
等
の
試
験
条
件
の
耐
圧
試
験
に
合
格
し
て
い
る
こ
と

を
検
査
成
績
書
等
に
よ
り
確
認
で
き
る
。
耐
圧
試
験
に
よ
る
機
器
の
健

全
性
は
，
耐
圧
部
全
体
に
圧
力
が
負
荷
さ
れ
る
適
切
な
保
持
時
間
（
設
計
・
建
設
規
格
 
PH
T-
4
0
0
0）

に
よ
り
確
認
し
て
い
る
。
な
お
，
設
計
・
建
設
規
格
の
ク
ラ
ス

３
機
器
の
最
高
許
容
耐
圧
試
験
圧
力
は
機
器
の
応
力
制
限
（
降
伏
点
）
を
基
に
定
め
ら
れ
て
お
り

，
耐
圧
試
験
の
規
定
で
は
，
耐
圧
試
験
圧
力
は
最
高
使
用
圧
力
の

1
.2
5

倍
の
10
6％

を
超
え
な
い
こ
と
と
し
て
い
る
。
一
方
，
設
計
・
建
設
規
格
の
ク
ラ
ス
３
機
器
の
設
計
許
容
応
力
は
降
伏
点
に
対
し
て
5
/
8を

基
準
に
し
て
お
り
，
こ
の
設

計
許
容
応
力
以
下
と
な
る
必
要
板
厚
は
，
最
高
使
用
圧
力
を
条
件
と
し
て
評
価
式
に
よ
り
求
め
て
い
る
。
よ
っ
て
，
設
計
・
建
設
規
格
 
P
HT
-2
31
2で

規
定
さ
れ
て
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5 

る
耐
圧
試
験
と
同
等
の
試
験
条
件
の
耐
圧
試
験
に
合
格
す
る
こ
と
で
，
メ
ー
カ
規
格
及
び
基
準
の
設
計
が
設
計
・
建
設
規
格
と
同
等
の
裕
度
を
有
し
て
い
る
と
み
な
せ

る
た
め
，
当
該
ダ
ク
ト
は
要
求
さ
れ
る
強
度
を
有
し
て
い
る
。
 

 

 

Ⅳ
. 

評
価
結
果
 

上
記
の
重
大
事
故
等
ク
ラ
ス
３
機
器
は
，
一
般
産
業
品
と
し
て
メ
ー
カ
規
格
及
び
基
準
に
適

合
し
，
使
用
材
料
の
特
性
を
踏
ま
え
た
上
で
，
重
大
事
故
等
時
に
お
け

る
使
用
圧
力
及
び
使
用
温
度
が
負
荷
さ
れ
た
状
態
に
お
い
て
要
求
さ
れ
る
強
度
を
有
し
て
い
る
。
 

  




